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ン
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の
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昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

【
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今
昔
】 

私
は
、
昭
和
40
（1

9
6
5

）
年
に
東
洋
大
学
工

学
部
に
入
学
し
、
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
で
（
大
学

院
修
士
課
程
を
含
め
て
）
6
年
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離
れ
て
か
ら
50
年
の
時

間
が
経
過
し
ま
し
た
。
最
近
の
15
年
程
で
は
、

校
友
会
の
支
部
総
会
、
理
工
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

授
業
（
非
常

勤
）
で
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
る

た
び
に
、
そ
の

施
設
の
充
実
と

整
備
（
写
真-

2
）
に
驚
い
て

い
ま
す
。
在
学
時
の
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
設

置
認
可
（
昭
和
36
年
認
可
）
間
も
な
い
時
期

で
、
写
真-

1
お
よ
び
写
真-

3
に
示
す
よ
う

に
、
松
林
、
雑
木
林
を
切
り
拓
い
た
鯨
井
中
野

台
の
台
地
に
、
講
義
棟
（
教
室
）、
実
験
棟
、

平
屋
建
て
の
学
生
食
堂
、
学
生
寮
な
ど
の
建
物

や
、
野
球
場
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、
陸
上
競
技
場
な

ど
の
運
動
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

周
辺
道
路
は
未
舗
装
（
構
内
道
路
は
舗
装
済
み

で
し
た
）
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
雨
が
降
る
と
泥

塗
れ
、
冬
か
ら
春
先
に
は
、
砂
塵
、
土
埃
が
舞

う
環
境
で
し
た
。
最
寄
り
駅
の
東
武
東
上
線

「
鶴
ヶ
島
駅
」
か
ら
の
徒
歩
15
～
20
分
の
道
路

も
未
舗
装
の
砂
利
道
で
し
た

（
自
動
車
の
土
埃
、
雨
時
の

泥
は
ね
、
暑
い
時
期
の
鶏
糞

の
匂
い
に
悩
ま
さ
れ
ま
し

た
）。
現
在
の
川
越
（
理
工
学

部
）
キ
ャ
ン
パ
ス
*1
は
、
学
部
学
科

の
増
設･

移
転
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

建
物
・
施
設
が
更
新
さ
れ
（
写
真-

2
）、
緑
の
多
い
綺
麗
な
環
境
に
変

わ
り
ま
し
た
。
整
備
さ
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
私
の
印
象
に
残
る
場

所
は
、「
こ
も
れ
び
の
道
（
写
真-

2
）」
と
「
こ
も
れ
び
の
森
」
で
す

（
汗
を
流
し
た
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」

は
懐
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
）。「
こ
も

れ
び
の
森
」
は
、
以
前
、「
工
学
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
し
て
学
生
が
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
遊
ん
だ
と
こ

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 
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ろ
で
す
。「
こ
も
れ
び
の
道
」
の
場
所
は
、
大

き
な
松
の
木
、
雑
木
林
が
密
集
し
た
と
こ
ろ

で
、
学
生
時
代
の
「
測
量
実
習
」
の
授
業
で
、

10

cm
以
上
の
太
さ
の
立
ち
木
を
一
本
ず
つ
平
板

測
量
に
よ
っ
て
測
定
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。「
こ
も
れ
び
の
道
」
は
、
新
し
く
造
ら

れ
た
「
新
西
門
」
か
ら
の
通
学
路
で
、
新
緑
や

も
み
じ
を
感
じ
さ
せ
、
憩
い
と
初
夏
の
涼
し

さ
、
秋
の
爽
や
か
さ
を
醸
し
出
す
道
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
昔
は
、「
西
門
」〈
現
在
の
旧
西

門
〉
が
鶴
ヶ
島
駅
か
ら
の
通
学
路
で
、
正
門
で

し
た
。（「
新
西
門
」
付
近
は
、
異
な
る
印
象
の

場
所
で
し
た
）。 

*1 

東
洋
大
学
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
五
〇
周
年
記
念

誌
、
平
成
23
（2

0
1
1

）
年
10
月 

 

【
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
生
活
】 

 

新
潟
県
五
泉
市
生
ま
れ
の
私
は
、
昭
和
40

（1
9

6
5

）
年
4
月
に
、
工
学
部
（
土
木
工
学

科
）
に
入
学
し
、
野
球
場
か
ら
東
上
線
を
越
え

た
地
区
の
下
宿
舎
を
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
場

所
と
定
め
、
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
（
学
生
9
人
で
、
朝
・
夕
食
付
の
下
宿
舎
で

し
た
）
*2
。
新
入
生
は
2
人
で
、
3
、
4
年

生
ば
か
り
で
し
た
（
写
真-

4
）。
当
時
は
、
周

辺
に
多
く
の
下
宿
舎
が
あ
り
ま
し
た
。
下
宿
生

活
で
は
、
土
日
の
買
物
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
運
動
、
川
越
市
街
へ
の
遊
び
（
た
ま

に
パ
チ
ン
コ
）
な
ど
比
較
的
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
（
洗
濯
機
が
な
い
下

宿
で
、
洗
い
物
は
大
変
で
し
た
が
！
）。 

大
学
1
、
2
年
次
時
に
お
け
る
教
養
課
程
の

授
業
は
、
初
め
て
、
か
つ
、
慣
れ
な
い
一
〇
〇

名
以
上
の
大
人
数
授
業
で
、
大
変
で
し
た
（
眠

く
な
る
時
間
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
）。
ま
た
、
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
（
工
学

部
）
は
、
男
子
学
生
が
大
多
数
（
ほ
ぼ
男
子
）

で
し
た
の
で
、
昭
和
40
年
6
月
頃
の
多
く
の
白

山
の
男
子
、
女
子
の
学
生
が
来
る
体
育
実
技
の

授
業
は
珍
し
い
風
景
で
し
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
、「
青
春
歌
謡
歌
手
の
高
石
か
つ
枝
が
体
育

の
授
業
で
川
越
に
来
る
」
な
ど
の
噂
が
広
が
っ

た
こ
と
な
ど
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
昭
和
40
年

（1
9

6
5

以
降
）
の
時
代
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反

対
の
政
治
闘
争
（
反
戦
集
会
、1

9
6
7

年
の
新
宿

騒
乱
）、
そ
の
後
の
学
生
に
よ
る
大
学
管
理
運

営･

学
費
値
上
げ
に
対
す
る
学
園
紛
争
（1

9
6
9

年
の
東
大
安
田
講
堂
事
件
）
な
ど
学
生
運
動
が

激
し
い
状
況
で
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
も
、
タ

テ
カ
ン
が
多
く
立
て
掛
け
ら
れ
、
騒
然
と
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
（
性
能
の
悪
い

ハ
ン
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
ア
ジ
演
説
）。
し

か
し
、
工
学
部
は
、
都
内
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
、
ノ
ン
ポ
リ
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
（
私
も

思
想
闘
争
な
ど
に
無
関
心
な
ノ
ン
ポ
リ
で
し

た
）
な
ど
で
都
内
大
学
に
比
べ
て
静
か
な
環
境

と
云
え
ま
し
た
。 

2
年
生
以
降
の
専
門
課
程
で
は
、
工
学
教
育

に
「
産
学
協
同
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
実
験
・
実
習
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
四
苦
八

苦
し
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
（
夏
場

の
冷
房
の
無
い
下
宿
で
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
、

か
な
り
真
面
目
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
）。
2

年
次
か
ら
の
夏
休
み
前
の
「
測
量
実
習
」（
寄

居
町
鉢
形
城
址
宿
泊
）、
長
瀞
に
お
け
る
「
地

質
実
習
」（
長
瀞
町
青
年
の
家
宿
泊
）、
3
年
時

（
昭
和
42
年
）
の
夏
休
み
の
道
路
公
団
（
名
古

屋
建
設
局
、
岡
崎
舗
装
事
務
所
）
へ
長
期
間

（7
/2

0

～8
/3

1

）
の
「
現
業
実
習
」（
東
名
高
速

道
路
の
豊
田
IC
、
岡
崎
IC
に
お
け
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
事
）
な
ど
は
、
充

実
し
た
思
い
出
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す

（
布
団
持
込
み
で
岡
崎
市
の
公
団
寮
に
、
東
海

道
線
急
行
に
乗
っ
て
向
か
い
ま
し
た
）。「
現
業

実
習
」
は
、
真
夏
、
猛
暑
の
名
古
屋
地
域
で
、

厳
し
く
も
あ
り
、
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
見
学

（
蒲
郡
キ
ャ
ン
プ
、
六
甲
山
ド
ラ
イ
ブ
）
な
ど

の
楽
し
い
時
間
を
盛
り
合
わ
せ
た
長
期
実
習
で

し
た
。
授
業
以
外
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
硬
式
庭

球
部
に
所
属
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習
等
を

行
っ
て
い
ま
し
た
（
日
焼
け
で
真
っ
黒
で
し

た
）。
校
友
会
長
の
神
田
雄
一
氏
（
工
学
部
ス

キ
ー
部
!?
）
と
は
、
ク
ラ
ブ
の
部
室
が
隣
同
士

で
、
学
科
が
違
い
ま
す
が
、
同
級
生
で
し
た
。

ま
た
、
4
年
次
お
よ
び
大
学
院
修
士
課
程
に
お

い
て
は
（
写
真-

6
）、
主
に
卒
業
研
究
お
よ
び

修
士
論
文
の
研
究
や
授
業
（
物
理
学
）
補
助
員

な
ど
で
大
変
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

 

*2 

当
時
の
休
暇
中
の
帰
省
は
、
上
越
線
の
急
行

「
佐
渡
」
、
夜
行
急
行
「
天
の
川
」
を
利
用
す
る

の
が
常
で
し
た
（
特
急
「
と
き
」
に
よ
る
帰
省

は
昭
和
45
年
以
降
と
記
憶
。
上
越
新
幹
線
の
利

用
は
昭
和
57
年
以
降
と
記
憶
し
て
い
ま
す
）
。 

 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

 

工
学
部
（
川
越
）
キ
ャ
ン
パ
ス
が
昭
和
36

（1
9

6
1

）
年
に
開
設
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
以
上

（
60
年
）
が
経
過
し
て
、
東
洋
大
学
は
、
工
学

部
の
一
学
部
か
ら
学
部
学
科
の
増
設･

移
転
な

ど
に
よ
り
理
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
川
越
）
と

し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
更
な
る
発
展
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
50
年
前
の
工
学
部

（
川
越
）
キ
ャ
ン
パ
ス
を
思
い
出
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
草
創
期
当
時
の
工
学
部
施
設
と
環
境
お
よ

び
私
の
体
験
し
た
50
年
前
の
学
生
生
活
の
思
い

出
を
記
し
て
み
ま
し
た
。
現
在
の
川
越
キ
ャ
ン

パ
ス
の
「
ア
オ
ノ
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
」（
植
替

え
ら
れ
て
現
在
の
場
所
に
あ
り
ま
す
が
）
が
50

年
前
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
A
館
前
庭
の
も
の
か

（
？
）
と
い
う
こ
と
も
記
録
（
卒
業
ア
ル
バ
ム

写
真
）
で
判
り
ま
し
た
。
な
お
、『
50
年
前
の

川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
の
思
い
出
』
を
多
く
の
校
友

の
皆
様
か
ら
頂
戴
で
き
れ
ば
、
有
難
い
と
こ
ろ

で
す
。 

 

今
後
は
、「
始
ま
り
（
初
め
て
）
物
語
」
と

し
て
、
①
東
洋
大
学
工
学
部
の
「『
土
木
会
』

と
『
土
木
同
窓
会
』
の
始
ま
り
」（
会
誌
と
機

関
紙
に
よ
る
紹
介
）
②
東
洋
大
学
の
「
硬
式
庭

球
部
の
始
ま
り
」（
テ
ニ
ス
部
誕
生
の
経
緯

と
、
硬
式
庭
球
部
と
テ
ニ
ス
部
の
始
ま
り
と
草

創
期
の
活
動
を
「
部
報
」
の
創
刊
号
な
ど
で
の

紹
介
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
考
に
な
る
情

報
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
待
ち
下
さ
い
‼ 

 

写真-6 工学部一号館（通称 L 館）前の屋外実験場 
（1969年頃、中央；同級生の故高田清美さん、 
左 2 人目；故笹尾事務職員、左；筆者） 


